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学校法人大阪星光学院 平成２８年度事業報告書 
（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで） 

 
Ⅰ．法人概要 

学校法人大阪星光学院は、教育基本法及び学校教育法に従いつつ、カトリックの教育精神及び設立母体であるカト

リック・サレジオ修道会の創立者ヨハネ・ボスコの教育理念に基づく教育を行い、社会に有為な人材を育成すること

を目的とする。 
 
１．設立年月日 

昭和２５年１２月２２日 
 
２．設置する学校及び生徒数 
 

学校 学年 定員数 生徒数＊ 

大阪星光学院中学校 １年 
２年 
３年 

２００ 
２００ 
２００ 

１９０ 
１８７ 
１９３ 

大阪星光学院高等学校 １年 
２年 
３年 

２００ 
２００ 
２００ 

１７９ 
２０１ 
１８９ 

合計 １２００ １１３９ 

＊生徒数は平成２８年５月１日現在 
 
３．設置する学校の所在地 

学校法人大阪星光学院 
〒５４３－００６１ 大阪府大阪市天王寺区伶人町１番６号 

４．教職員の概要（平成２８年５月１日現在） 

 
 
５．役員の概要（平成２８年６月２日現在） 

定員：理事７人以上８人以内、監事２人以上３人以内 
理事長    藤川長喜（サレジオ会司祭・元サレジオ会日本管区長）（平成２８年４月1日就任）          

常任理事   鈴木英史（大阪星光学院中学校・高等学校校長）   
 々      田村宣行（日向学院中学校・高等学校副校長） 
 々      前田崇史（大阪星光学院中学校・高等学校） 
 々      北川純二（サレジオ小学校・中学校校長） 

  教員 職員 

本務 兼務 計 本務 兼務 計

中学校 

教員 26 非常勤講師 8 34 事務職員 2 南部管理  1 3 

養護 1 特別非常勤講師 3 4 受付   1    1 

        営繕   2    2 

高等学校 

教員 32 非常勤講師 3 35 事務職員 3 カウンセラー 1 4 

養護 1 特別非常勤講師 0 1 電気営繕 1 山荘管理  1 2 

           図書  1 1 

  育休 1    1       1 

合計   61   14 75   9   4 14
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 々      長谷川純也（学校法人サレジオ学院事務局長） 
 々      野出明敬（大阪星光学院学院中学・高等学校元教頭） 
 々      井上末廣（大阪星光学院学院中学・高等学校事務長） 

監事     檀野友昭（大阪星光学院学院中学・高等学校元事務長） 
 々      福井善昭（福井司法書士事務所 司法書士） 

 
６．評議員の概要（平成２６年６月２日現在） 

定員：１５人以上１７人以内 現在１５人 
鈴木英史、田村宣行、前田崇史、北川純二、長谷川純也、野出明敬、井上末廣、 
範国平次 松本勝義、宮本浩司 小林敏男 田丸寛二 松下一彦 小寺史郎 吉田博史   

 
Ⅱ．事業の概要 
１．教育の充実 
１） ミッションスクールとして宗教教育の充実 

・宗教教育委員会が核となって学院全体の宗教・倫理教育の充実をはかり、生徒、保護者を通じて福音的価値観

を社会に発信した。 
・特に1月のドン・ボスコ記念の行事を充実させ、この他にも学校全体で参加できるような宗教行事を実施。 
 （平成28年1月30日中高生ドンボスコ記念ミサ 講堂） 
・教職員にカトリック教育に関する研修会を年２回、新任教職員には４月から夏休みまで月２回実施。 
・毎朝のショートホームルームでの司祭による講話、毎週１時間の倫理の授業、校外行事を通して福音的価値観

の理解の徹底を図った。また、保護者を対象に聖書教室を開き、あわせて学院の教育理念の理解を求めた。 
 
２） 学校法人城星学園との連携協力確認書を締結（平成２８年11月1日）し、付帯して覚書を交わす。 
 
３） 中高一貫教育の充実 

日々の授業の充実、部活動等の活性化を図るとともに、校内に併設する小崎研修館・南部学舎・黒姫星光山荘で

の約５泊６日を単位とする校外行事を実施。教職員と生徒、また生徒どうしの相互理解に努めた。 
 
４） 学力向上 

中高の６ヵ年一貫教育による「理解と信頼」を基に、心の教育を土台として知的な教育につなげ、将来「世の光」

として働ける人材を育てていくことをモットーにという姿勢を重視しました。 
定期考査及び実力・模試の実施とその成果を単年度単位ではなく、６ヵ年を総合的に見通し、 
・ 第一期（中学１・2年）は基本的生活習慣を確立し、基礎学力の充実を図り土台を固め、多様な価値観を容認

するおおらかな心を養うよう指導。 
・ 第二期（中学３年・高校 1 年）は第一期で築いた土台の上に立ち、関心領域を積極的に拡大しながら考える

力を伸ばし、自分の適性の発見に努められるように指導。 
・ 第三期（高校２・３年）は理系・文系に分かれ、各自の進路実現に向け、学力の更なる充実を図るとともに、

社会的存在としての自覚を促す指導。 
このように成長段階に合わせた教育プログラムの実践にて生徒を把握し、生徒指導に資するようにしました。補

習授業、補習合宿、多方面の講演会等の行事、さらに保護者・生徒との面談も学力向上につながるものです。今年

度の大学入試は以下のとおりでした。今後も、生徒の希望する進路確保に努める所存です。 
 
◇大学進学状況（平成２９年4月１３日現在） 

年度 平成２９年度（６２期生） 

卒業生  １８６ 

現・既卒別 現役 既卒 計 

国公立大学 ８５（２０） ６０（２２） １４５（４２） 
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私立大学 ９４（２０） １７３（４０） ２６７（６０） 

準大学 防衛医科大１ 防衛大１  防衛医科大３  防衛医大４ 防衛大１ 

（  ）内の数字は医科系への進学人数、※私学は延べ人数 
 
 

◇主な大学別合格者(平成２９年4月１３日現在) 

年度 平成２９年度(６２期）   

卒業生数 １８６   

現・既卒別 現役 医学部 既卒 医学部 計 医学部 

東京 ７   3 1  10 1 

京都 23  9 1 32 1 
大阪 11 2 9 1 20 3 
神戸 5  6 3 11 3 
一橋大 4   1    5  

東京工業大 1  1  2  
北海道 1  1     1 1 
東北大 1  1 2 1 3 2 
秋田大 1 1      1 1 

横浜国立大 1   1   2  
富山大  1     1  
信州大 1    1  
名古屋大     1   1  
三重大 1  1   1 1 

滋賀医科大 1 1 1 1 2 2 
京都工繊大    1   1  
大阪教育大 1       1  
和歌山大    3   3  
鳥取大 1  1    1 1 
広島大 1 1     1 1 
山口大 1    1  
徳島大 1   1  1 2 1 
愛媛大 1       1  
九州大    1   1  
大分大  1 1    1 1 

滋賀県立大 1       1  
京都府立医   3 3 3 3 
大阪市立 7 5 7 5 14 10 
大阪府大 5   5   10  
兵庫県立大 1       1  
奈良県立医 3 3 3 3 6 6 
和歌山医大 2 2 2 2 4 4 

慶応大 3  9   12  
早稲田大 2   8   10  
中央大 7   6   13  

東京理科大 3   7   10  
同志社大 22   33   55  
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関西学院大 6   7   13  
関西大 4   9   13  
立命館大 4   32   36  
大阪医科大 3 3 11 11 14 14 
関西医科大 14 14 19 19 33 33 
その他 26   32   58  

 
 
５） クラブ活動の活性化（平成２８年６月現在） 

クラブ活動も学習とともに学校生活を豊にするものであります。多数の生徒がクラブ活動に参加しています。 
＜文科系クラブ＞ 中学生：１５０名  高校生：１４２名 
＜運動系クラブ＞ 中学生：４０６名  高校生：３０１名 
 

クラブ名 中 髙 計 クラブ名 中 髙 計 クラブ名 中 髙 計

天文 8 9 17 美術 2 2 4 バレーボール 26 6 32

ライフサイエンス 14 9 23 新聞 0 7 7 テニス 75 68 143

電気工学 14 16 30 文芸 0 2 2 卓球 42 33 75

化学同好会 3 5 8 カトリック研究会 1 2 3 野球（髙）   28 28

物理研究同好会 0 0 0 書道 2 0 2 野球（中） 52  52

地歴研究 8 8 16 囲碁将棋 29 7 36 ホッケー 22 27 49

数学研究 14 1 15 クイズ研究会 24 9 33 柔道 20 7 27

ＥＳＳ 15 6 21 合唱同好会 11 0 11 弓道 15 18 33

放送 0 20 20 ボランティア同好会 0 27 27 サッカー 61 45 106

吹奏楽 4 3 7 陸上 23 24 47 剣道 28 22 50

写真 1 9 10 バスケットボール 42 23 65     

 
 
２．平成 ２８年度生徒募集の状況について 
１） 中学入試科目と合格者発表 

  ＜入試科目＞ 
Ⅰ型：４科型（国語・算数・理科・社会） 

・４科目の合計点、国語・算数・理科の合計×1.25、国語・算数・社会の合計×1.25の内最高点を本人の成績

とする。 
  Ⅱ型：3科型（国語・算数・理科） 

・３科目の合計点×1.25を本人の成績とする。 
＜合格発表＞ 受験者（Ⅰ型＋Ⅱ型）の成績上位より定数を合格発表する。 

 
２） 高校入試科目と合格発表 
 専願者のみ募集 
 ＜入試科目＞ 国語、数学、英語、小論文（社会分野、理科分野） 専願者のみ面接試験 
 ＜配  点＞ 国語120点、数学 120点、英語120点、小論文 
        英･数･国･理･社5教科の評定と音･美･体･技4教科の評定 
 ＜選抜方法＞ 入学試験結果と評定と面接結果で判定       
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３） 平成２９年度生徒募集状況（平成２９年１月、２月実施） 
≪大阪星光学院中学校≫ 
  今年度よりインターネット出願を実施。受験生の出願手続き及び入学金手続きの利便性が向上。インターネッ

ト出願による受験生の戸惑い等はほとんどなく実施。 
出願者は６８３名。４科目志願者は４８６名、3科目志願者が１９７名。欠席は７名。昨年度より出願者５８名

減、他校の併願状況を考慮し合格者数を３１１名（昨年度より１３名増）。競争率２．１倍で昨年度より０．３低

くなった。辞退者が１０７名で、入学者は２０４名。中学 1 年生は５クラス編成で４クラスが４１名、１クラス

が４０名のとなった。 
  ≪大阪星光学院高等学校≫ 

専願者と併願者の募集で、出願者は５名（専願３名、併願２名） 受験者４名（専願２名、併願２名）で実施。

入試結果は全員合格者４名。内部進学者１８４名で、新高校１年生は３クラスが３８名、２クラスが３７名の５ク

ラス編成と成りました。 
≪渉外部の広報活動≫ 
・スクールフェ等の受験生見学の受入れ、 
・インターネット出願の説明を５月頃より開始、スクールフェ等の申込もインターネットより可能。 
・渉外部の小学校・塾主催の説明会や講演会への参加 
・塾向け学校内の案内では生徒の協力など積極的な広報活動を実施 
 

 ４） 平成２９年中学校（６８期生）・高等学校（６５期生）入学試験の概要 
 

中学（68期生） 高等学校（65期生） 

年度 
平成29年度 

平成29年度 
Ⅰ型 Ⅱ型 

志願者数 486 197 5 
受験者数 479 174 ４ 

合格発表者数 226 85 4 
合格最低点 262  
実質競争率 2.1  
入学者数 204 内部進学者 184 

 
４．本校舎関係主な事業 
 ≪教 務≫ 
（１）各学年主な行事一覧 
 

 学校 対象 時期 行事 

中学 1 ４月～６月 研修館合宿（自立・自律の基本的な生活習慣の訓練） 

  ５月 伊賀の里モクモク手作りファーム 遠足（農場見学と体験学習） 

  ７月 プール教室（保健体育授業） 真田山プール 

  ７月・８月 学校補習（１期・２期 各４日） 

  ７月・８月 黒姫星光山荘合宿（４泊５日）前後班 

  １０月 南部授業（５泊６日） 

  １０月 ふれあい広場（障がい者のかたとの親睦） 

  １２月 学校補習（１期 ４日） 

  １２月 クリスマス会（生徒・保護者とともにクリスマスの意味を考える） 

  ２月 耐寒登山（葛城山） 

  ２月 人権教育プロジェクトの講演会 

  ２月 学校周辺の史跡・名勝を散策 
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  ３月 黒姫スキー教室(５泊６日） 

  ３月 学校補習（１期４日） 

 2 ５月 アサヒ飲料・明石市立天文科学館等 遠足（工場見学・科学館） 

  ７月 救急法講習（天王寺消防署によるAED使用法等） 

  ７月 黒姫星光山荘合宿（４泊５日） 前後班 

  ８月 学校補習 

  ８月 黒姫星光山荘（６泊７日） 

  ９月 南部授業（５泊６日） 

  11月 警察による講演会 

  12月・１月 黒姫スキー教室(４泊５日）前後班 

  ２月 医師による講演（思春期の心と身体の変化） 

  ２月 耐寒登山（岩湧山） 

  ３月 学校補習 

 3 4月 南部授業（５泊６日） 

  7月 学校補習（1期５日） 

  ８月 立山登山（４泊５日）（立山・黒部・白馬八方・上高地・高山） 

  ８月 南部合宿（４泊５日） 

  １０月 公認会計士による講演会 

  １２月 学校補習（１期５日） 

  １月 警察による講演会（薬物防止） 

  ２月 マラソン・駅伝大会（大泉緑地） 

  ３月 学校補習（１期５日） 

  ３月 高入生の補習（２日） 

  ３月 新高１南部合宿（高入生を迎え）(３泊４日） 

高校 1 ６月 OB講演会（４９期飯田亮真弁護士） 

  ７月 南部家庭科実習と補習（４泊５日 前後班） 

  ７月 学校補習（２期４日） 

  ８月 黒姫星光山荘勉強合宿（６泊７日） 

  11月 人権教育講演会（デートDV） 

  １２月 学校補習（２期５日） 

  １月 校外学習（三宮方面） 

  ２月 テーブルマナーと福祉体験 

  ３月 学校補習（２期５日） 

   修学旅行生 3月22日～26日 九州（長崎・阿蘇・熊本）4泊5日 

 2 6月 プレゼンテーションを学ぶ2日間（IBMボランティアチーム） 

  7月・8月 学校補習（２期５日間） 

  ７月 南部勉強合宿（６泊７日） 

  １０月 遠足（京都：嵐山方面） 

  １２月 学校補習（２期４日） 

  ２月 障がい者との交流と人権についてディスカッション 

  ３月 学校補習（１期４日） 

 3 ６月 遠足（ユニバーサルスタジオジャパン） 

  ７月 学校補習（３期５日間） 

  ８月 南部勉強合宿（６泊７日） 

  １２月 学校補習（２期４日） 

   １２月 センター演習（４期２日） 
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（２）学校行事の主な一覧 
 
≪講演会≫ 

講演対象 時期 内容 

中３～高２ ５月 卒業生講演会（国家公務員について 44期 堀江雅司様） 

教職員 ５月 救急法講習（日本赤十字救急法指導員による） 

創立記念行事 6月 
音楽鑑賞会 ザシンフォニーホール 日本センチュリー交響楽団 指揮：関

谷 弘志  

高１，２ 7月 ほしゼミ（阪大 大村研究室） 

中３～高２ 7月 ほしゼミ（チェレンコフ光を見る： 上田 和光様） 

中３～高２ ８月 卒業生講義（徐子 健様：プログラム、水沼 諒様：論理力） 

高１，２ １０月 卒業生講演会（医学の今後の動向と意識の向上  肱岡 泰三様） 

教職員 12月 人権研修（特別支援教育の実施に向けて 阪大教授 須田 正信様） 

中2～高２ 12月 「はやぶさの軌道修正」（大西 隆史様） 

高１運動部員 12月 「ＡＥＤを使った心肺蘇生術法」（天王寺消防救急救命士） 

中２～高１ ３月 
大学で学ぶ内容のＯＢによる講演（ディペート石本 達也様、プレゼンテー

ション藤原 聖史様、プログラミング徐子 健様） 

 
≪その他≫ 

学校訪問 ４月 ＣＡＲＤＩＮ College（オーストラリア）生徒教員２３名 

人権教育 
５月 人権映画 「人権と平和」 

８月 釜ヶ崎支援活動と講演（３回炊き出し、夜回り） 

高校生大会 

５月 第７０回全国高等学校弁論大会出場（高３生 1名） 

７月 第１０回高校生模擬裁判選手権関西大会（高１～２ １４名） 

３月 科学の甲子園全国大会（高２ ６名） 

中学生大会 １２月 科学の甲子園ジュニア全国大会出場（中２ ３名） 

塾学校見学 

５月 馬渕教室塾生２２２名 

５月 希学園塾生と保護者１００名 

７月 浜学園塾生と保護者１００名 

７月 能開センター塾生と保護者１４０名 

９月 日能研塾生と保護者１５０名 

教職員 
５月 生徒指導部教員研修 

６月 関西カトリック男子４校教務・進学協議会 

施設見学会 

８月 スーパーカミオカンデ・カムランド施設見学４８名参加 

２月 ＩＰＳ研究所 ３０名（豊田 太郎様、西 洋平様） 

３月 阪大工学部「みずほ研」（入江 政安様）「小泉研」 

ドンボスコ記念ミサ ２月 中１～高２ 村松 泰隆神父様 

海外研修 ３月 オーストラリア(アデレード）海外研修 （中３ ２０名、高１ ２０名）

英語暗誦大会 ２月 中２～高１ 
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≪各種大会代表≫ 

○ 第７０回全国高等学校弁論大会 出場  高３生 １名 
○ 第４７回国際物理オリンピックスイスリヒテンシュタイン大会7月10日～18日 高３生１名 金メダル

獲得 
○ 第４回科学の甲子園ジュニア全国大会 平成 28 年 12 月 2 日～4 日東京スポーツ文化館 大阪府代表（中

３生３名） 
○ 第１１回全国金融経済クイズ選手権 全国大会出場 平成29年2月5日 国立オリンピック記念青少年総

合センター 高２生 ２名 
○ 第４８回物理オリンピックインドネシア大会日本代表 高１生 １名 

 
≪クラブ活動≫ 
 ［卓球部］ 

○ 第７０回近畿高等学校卓球選手権大会 団体、個人 ７月２１日～２３日 グリーンアリーナ神戸 
○ 第８５回全国高等学校卓球選手権大会出場 高３生１名 

 [囲碁将棋部] 
○ 第40回全国高等学校文化祭囲碁大会 大阪府代表（団体戦）8月2日～3日 広島県 Ｈ３生１名 
○ 第４回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会（東京大会）大阪府代表 Ｈ３生 １名 ７月２６日～２

７日 東京日本棋院会館  
○ 文部科学大臣杯第１２回小・中学校将棋団体戦 西日本大会大阪府代表 中３生 ３名 
○ 第４０回全国高総文将棋大会団体戦、大阪府代表 広島県福山市 ８月２日～３日 高２生 ３名 
○ 第４０回全国高等学校総合文化祭将棋の部 福山大会出場、高２生 ３名 
○ 第３６回近畿高等学校総合文化祭将棋部門神戸市 １１月１９日～２０日大阪府代表 将棋の部 団体戦 

高２生  
［柔道部］ 

○ 第５８回近畿高等学校柔道大会 高１生 １名 ８１Kg出場 
[テニス部] 
○ 第65回近畿中学校体育大会 平成28年8月5～6日 Ｓ戦 中３生、Ｗ戦 中３生 つつじヶ丘テニスコ

ート 
［その他] 
○ 第６回科学の甲子園全国大会１０位 高２生８名 

 
 
≪緊急時対策備品≫ 

○本校舎緊急時緊急避難時非常食購入。乾パン1,320缶 水２Ｌ1,200本  ○避難誘導灯のLEDへ更新  

○FairCastサービス利用料金  ○高山病予防のためパルスオキシメーター追加購入 ○防犯カメラ設置

中高昇降口（中２、高１台）、南門付近１台、北門付近１台、Ａ階段１階、Ｅ階段６階 
 
≪広報・渉外≫ 

○2017年度学院案内作成  ○中学受験生と保護者の学校見学会（５回） ○各塾の学校説明会参加 
 
≪施設設備管理≫ 

[購入備品] ○全教職員携帯電話機種変更  ○食堂保温給茶器買い替え ○理科実験設備関係経費（生物顕微

鏡５０台、デジタル顕微鏡１台、水波投影器１台、水平すだれ波動実験器１台） ○ＣＰＵ室Fire Wallの
購入 ○英語科プリンター購入 ○MS-OFFICE保守更新（ＰＣ教室、職員室の更新、年間ライセンス費用 ５

８台）○ウィルスソフト更新経費 ○生徒食堂チェストフリーザー買換え ○研修館調理場の食器洗浄機購

入 ○生徒食堂保温給茶器買換え 
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 [管理関係]  ○ＰＣ教室、校内サーバ保守点検 ○蕉蕪園南西部分の荒廃を整備し管理の経費 ○卒業記念

樹園への階段設置 ○スクールプロテクション保険加入 ○非常照明器更新 ○校内壁面の傷・汚れの修

理塗装 ○PCB廃棄物収集運搬経費 ○テニスコート一部ネット嵩上げ工事 ○バックネット補修工事 
  ○５階体育館東面窓ガラス遮光フィルム貼付 ○新中１用ロッカー移設作業 
[施設関係]  ○空調自動制御点検（自動制御器の計測及び校正：ＤＤＣコントローラー、中央監視装置） ○

バックネットの天井ネット改修工事  ○研修館ガラス戸工事  ○武道場天井灯のＬＥＤへの更新 

○ＰＣ準備室・ＰＡＣ空調機修理 ○５・６階体育館の電動ブラインド修理 
 
５．黒姫山荘関係主な事業 

〔合宿関係〕 
 ○夏期山荘行事 中学１年（４泊５日）・２年（４泊５日）  ○高校１年 夏期勉強合宿（５泊６日） 
 ○スキー教室 中学１年（４泊５日）・２年（３泊４日） 

〔施設設備関係〕 
○本館玄関床板工事  ○山荘屋根塗装・修道院屋根塗装  ○浄化槽汚泥引抜き清掃作業 ○特殊建築

物定期報告書の作成と提出 
 
６．南部学舎関係主な事業 

〔合宿関係〕 
  ○中学１年 南部授業（５泊６日） ○中学２年 南部授業（５泊６日） ○中学３年 南部授業（５泊６日）

勉強合宿（４泊５日） ○高校１年 南部家庭科実習と補習（４泊５日） ○高校２年 南部勉強合宿（６泊

７日） ○高校３年 南部勉強合宿（６泊７日） 

〔施設設備関係〕 
○南部学舎机及び椅子の天板交換  ○天井灯 LED 化と配電盤の取替  ○内線システム工事  ○浄化槽

改修作業 ○スピーカーの不具合修理     
 
７．人事管理 
≪新規採用≫ 

１．新規採用（平成２８年４月１日） 
１）専任教諭 

○養護教諭 １名  ○数学 １名  ○社会 １名  ○英語 １名 
２）事務職員 

〔専任〕 ○事務 １名  〔専任嘱託〕 ○営繕・研修館調理 １名 
４）非常勤講師 

○数学 １名  ○音楽 １名  ○数学 １名  ○国語１名 
２．退職教職員（平成２９年3月末） 

〔専任〕○技術・家庭 １名 〔専任嘱託〕○国語 １名 〔非常勤〕○英語 ２名  ○数学 １名 
 ○国語 ２名  ○音楽 １名 

≪休職≫ 
○専任 １名  
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Ⅲ．財務の概要 

以下に記載した財務の概要は、学校法人会計基準に基づき作成した計算書類を要約したものです。 
１．資金収支計算書（平成28年4月1日～平成29年3月31日） 
  

収入の部     （単位 千円）   

科  目 補正予算 決  算 差  異 H27年度決算 前年度比 

生徒納付金収入 754,445 754,621 △ 176 752,049 2,572

手数料収入 14,130 14,119 11 15,259 △ 1,140

寄付金収入 25,600 19,997 5,603 23,434 △ 3,437

補助金収入 379,235 377,717 1,518 385,308 △ 7,591

受取利息・配当金収入 3,744 3,850 △ 106 3,425 425

資産売却収入 0 0 0 0 0

付随事業・収益事業 10,000 8,846 1,154 8,201 645

借入金等収入 0 0 0 0 0

雑収入 32,853 32,001 852 7,028 24,973

前受金収入 123,700 123,700 0 116,150 7,550

その他の収入 177,276 184,617 △ 7,341 184,345 272

資金収入調達勘定 △ 124,150 △ 140,641 16,491 △ 116,005 △ 24,636

前年度繰越支払資金 183,532 183,532 0 170,083 13,449

収入の部合計 1,580,365 1,562,359 18,006 1,549,272 13,087

                          
 

支出の部     （単位 千円）   

科  目 補正予算 決  算 差  異 H27年度決算 前年度比 

人件費支出 870,184 871,225 △ 1,041 820,654 50,571

経費支出 151,493 152,917 △ 1,424 142,769 10,148

借入金等利息支出 0 0 0 12,134 △ 12,134

借入金等返済支出 0 0 0 92,000 △ 92,000

施設関係支出 880 875 5 3,718 △ 2,843

設備関係支出 4,440 4,398 42 4,163 235

資産運用支出 310,000 310,235 △ 235 287,935 22,300

その他の支出 13,273 12,036 1,237 3,128 8,908

予備費 3,000 3,000 0 0

賃金支出調整勘定 △ 800 △ 970 170 △ 755 △ 215

次年度繰越支払資金 227,895 211,645 16,250 183,532 28,113

支出の部合計 1,580,365 1,562,361 18,004 1,549,278 13,083
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２．事業活動収支計算書（平成２８年4月1日～平成２９年3月31日） 
 

 

①教育活動収支(単位千円)    

教育活動収入  教育活動支出  

科目 補正予算 決算 科目 補正予算 決算 

生徒納付金 754,445 754,621 人件費 860,402 861,443

手数料 14,130 14,119 経費 331,433 331,611

寄付金 17,723 12,543    （内減価償却額） 179,000 178,048

補助金 377,417 375,899 徴収不能額等 0 0

付随事業収入 10,000 8,846       

雑収入 22,593 22,490       

            

教育活動収入計 1,196,308 1,188,518 教育活動支出計 1,191,835 1,193,054

      教育活動収支差額 4,473 △ 4,536

     

②教育外活動収支     

教育外活動収入  教育外活動支出  

科目 補正予算 決算 科目 補正予算 決算 

受取利息・配当金 3,744 3,850 借入金等利息 0 0

その他の教育活動外収入 0 0 その他の教育活動外支出 0 0

         

教育活動外収入計 3,744 3,850 教育活動外支出計 0 0

      教育活動外収支差額 3,744 3,850

経常収支差額 8,217 △ 686     

     

③特別収支     

特別収入  特別支出  

科目 補正予算 決算 科目 補正予算 決算 

資産売却差額 0 0 資産処分差額 40 2

その他の特別収入 10,387 10,495 その他の特別支出 0 0

          

特別収入計 10,387 10,495 特別支出計 40 2

      特別収支差額 10,347 10,493

    

〔予備費〕 3,000     

基本金組入前当年度収支差額 15,564 9,809   

基本金組入額合計 △ 6,000 △ 7,041   

当年度収支差額 9,564 2,768   

前年度繰越収支差額 △ 932,901 △ 926,436   

翌年度繰越収支差額 △ 923,337 △ 923,667   

(参考）     

事業活動収入計 1,210,439 1,202,863   

事業活動支出計 1,194,875 1,193,056   
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３．貸借対照表（平成２９年3月31日） 

資産の部   (単位千円) 

科目 本年度末 前年度末 増減 

固定資産 4,516,396 4,547,782 △ 31,386 

有形固定資産 3,138,543 3,309,566 △ 171,023 

土地 85,505 85,505 0 

建物 2,685,809 2,808,747 △ 122,938 

構築物 215,762 225,018 △ 9,256 

機器備品 59,197 98,579 △ 39,382 

図書 90,982 89,609 1,373 

車輌 1,288 2,108 △ 820 

特定資産 1,365,000 1,225,000 140,000 

減価償却引当 1,246,000 1,096,000 150,000 

退職金引当 119,000 129,000 △ 10,000 

その他の固定資産 12,853 13,216 △ 363 

流動資産 236,265 190,937 45,328 

現金預金 211,645 183,532 28,113 

未収入金 24,620 7,405 17,215 

徴収不能引当金 0 0 0 

   

資産の部合計 4,752,661 4,738,719 13,942 

  

負債の部   (単位千円) 

科目 本年度末 前年度末 増減 

固定負債 122,167 132,907 △ 10,740 

長期未払金 3,274 4,232 △ 958 

退職給与引当金 118,893 128,675 △ 9,782 

   

流動負債 167,575 152,703 14,872 

未払金 1,929 1,714 215 

前受金 123,700 116,150 7,550 

預り金 41,946 34,839 7,107 

負債の部合計 289,742 285,610 4,132 

        

純資産の部     (単位千円) 

基本金 5,386,587 5,379,546 7,041 

第1号基本金 5,271,587 5,264,546 7,041 

第４号基本金 115,000 115,000 0 

繰越収支差額 △ 923,668 △ 926,436 2,768 

翌年度繰越収支差額 △ 923,668 △ 926,436 2,768 

純資産の部合計 4,462,919 4,453,110 9,809 

   

負債及び純資産の部合計 4,752,661 4,738,720 13,941 

 


